人体の構造と機能及び疾病
厚生労働省指定通信教育


人体の構造と機能及び疾病（2020年度：課題①）

＜正誤選択式課題＞

問題　1　加齢変化について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っているものに×をつけなさい。
1　老眼とは、目の水晶体の内容物が変化して弾力性を失い、遠くを見る時ピントが合わ
ずぼやける状態をいう。
2　光老化とは、日光（紫外線）に当たる時間が長いと皮膚の老化が早まる現象のことで
ある。
3　身長の短縮する一番の原因は、脊椎骨の間にある椎間板の構造の変化にある。
4　高齢者に起こる難聴は、感音性難聴であることが多い。
5　閉経後の女性は、エストロゲンの上昇により、骨塩量が上昇する。

問題　2　高齢者の疾患の特徴について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っ
ているものに×をつけなさい。
1　生理的加齢により、肝臓の機能低下がおこりやすい。
2　高齢者の疾患は、慢性経過をたどることが多く、基本的に合併症を伴うことはない。
3　高齢者の薬剤における反応性は、若年者とは異なる。
4　高齢者の病状は非定型的であるが、顕著に発現するタイプが多い。
5　高齢になると、一般的に骨密度が低下して骨折を起こしやすい。

問題　3　骨粗鬆症の原因に関するものについて述べた次の文章について、正しいものに
○、誤っているものに×をつけなさい。
1　副腎皮質ホルモン（ステロイド）の長期使用
2　長期にわたる喫煙
3　活性ビタミンDの不足
4　女性ホルモンの分泌過多
5　カルシウムの欠乏

問題　4　循環器の構造・機能について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っているものに×をつけなさい。
1　心臓から出て行く血管を静脈、心臓に戻ってくる血管を動脈という。
2　肺動脈には静脈血が流れ、肺静脈には動脈血が流れている。
3　高齢者に多い高血圧症は、収縮期血圧も拡張期血圧も同時に高くなることが多い。
4　動脈硬化が進行し、脳・心臓などの重要臓器の血流状態が不十分な時、急に血圧を
下げると、臓器血流量が低下し、好ましくない場合がある。
5　心臓の左心房と左心室の間に、僧帽弁がある。



問題　5　腎・泌尿器の構造・機能について述べた次の文章について、正しいものに○、
誤っているものに×をつけなさい。
1　ネフローゼ症候群の症状として、たんぱく尿、低アルブミン血症、浮腫などがある。
2　原尿に、ブドウ糖は、含有されない。
3　尿道括約筋や肛門括約筋は、大脳の制御を受けている。
4　脱水が進行することにより、意識障害が併発することがある。
5　高齢者に一番多い尿失禁は、溢流性尿失禁である。

問題　6　消化器の構造・機能について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っ
いるものに×をつけなさい。
1　嚥下は、第1相から第3相に区分され、嚥下反射は、第3相で行われる。
2　小腸では、水分が吸収され、大腸では栄養素の吸収が行われる。
3　胃は、横隔膜の下にあり、入り口を噴門、出口を幽門という。
4　B型肝炎は、血清肝炎と呼ばれ、肝硬変や肝癌へと進行することで注目されている。
5　大腸癌の好発部位はS状結腸と直腸であり、再発する場合、局所再発と肝転移が多い。

問題　7　神経系の構造・機能について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っ
ているものに×をつけなさい。
1　脳神経は、脳に出入りする1２対の神経のことである。
2　眠っている間は、交感神経が優位に立ち、身体がリラックスできるように調整をし
ている。
3　脳下垂体の前葉からは、6種類のホルモンが分泌され、後葉からは、抗利尿ホルモ
ンのみが分泌される。
4　脳出血は、高血圧が原因となり、脳の血管が破裂して起こることが多い。
5　左半身に運動障害が生じた場合、右大脳の血管障害が考えられる。

問題　8　糖尿病について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っているものに×をつけなさい。
1　中高齢者に多い糖尿病では、初期症状として多飲・多尿が多い。
2　糖尿病は、グルカゴンの分泌不足や、インスリンの作用が十分に発揮されないため、
高血糖が持続する疾患である。
3　糖尿病は、動脈硬化が進行し、狭心症や心筋梗塞などの虚血性心疾患を生じやすい。
4　糖尿病の治療の際、低血糖症状がおこりやすいが、その際、砂糖などを摂取するこ
とは禁じられている。
5　糖尿病の3大合併症は、網膜症・腎症・体重減少である。







問題　9　脳血管障害について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っているも
のに×をつけなさい。
1　脳血管障害後の片麻痺において、嚥下障害はおこらない。
2　一過性脳虚血発作を繰り返す人は、脳梗塞を発症しやすい。
3　脳塞栓は、心疾患や不整脈に合併することが多い。
4　脳血管障害のうち、激烈な頭痛、嘔気、嘔吐、項部強直などの症状を伴うものは、
慢性硬膜下血腫である。
5　脳出血は活動中に発症しやすく、意識障害が多く認められ、急速に昏睡に陥ること
もある。

問題　10　悪性腫瘍について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っているものに×をつけなさい。
1　前立腺癌の主要症状は、排尿困難などの下部尿路通過障害である。
2　肝臓癌は肝硬変に合併することが多い。
3　膵臓癌は男性の高齢者に多く、早期診断が困難な疾患である。
4　乳癌の好発部位は、乳房の外側下部である。
5　悪性腫瘍で、全身状態の衰弱を引き起こしている状態を悪液質という。

問題　11　心疾患について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っているものに
×をつけなさい。
1　心筋梗塞には、ニトログリセリンの舌下投与が有効である。
2　心筋梗塞の基礎疾患に、冠状動脈硬化がある。
3　日本の高齢者の高血圧は、原因不明の二次性高血圧症が多い。
4　狭心症とは、心臓の筋肉に酸素を供給している冠動脈の不完全閉塞により起こる疾
患である。
5　心不全の治療には、利尿剤やジギタリスの投与がある。

問題　12　骨・関節疾患について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っているものに×をつけなさい。
1　高齢者における大腿骨頸部骨折の手術は、多少のリスクはあるが、臥床期間短縮の
ために行われることが多い。
2　変形性膝関節症は、50歳以上の肥満女性に多く、O脚変形を起こしやすく、膝の内
側に痛みが生じる。
3　関節リウマチは、関節の痛み、腫れ、変形を主とする疾患であるが、関節の破壊は、
小さい関節から、左右非対称に始まる。
4　脊柱管狭窄症は、脊椎椎管が細くなり神経が圧迫され、腰痛や間欠性跛行の症状が
でる。
5　脊椎圧迫骨折は、自分の体重の重みや、中腰で物を持ち上げた時におこりやすい。



問題　13　腎・泌尿器疾患について述べた次の文章について、正しいものに○、誤ってい
るものに×をつけなさい。
1　慢性腎不全とは、血清クレアチニン値が低値を示す疾患である。
2　機能性尿失禁には、骨盤底筋訓練法が有効である。
3　尿閉とは、膀胱に尿は溜まるが排尿できない、または排尿できにくい状態をいう。
4　前立腺肥大症の尿閉時には、溢流性尿失禁がおこる。
5　前立腺がんの診断には、腫瘍マーカーが有用である。

問題　14　目・耳の疾患について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っているものに×をつけなさい。
1　高齢者の難聴は、耳鳴りを伴うことが多い。
2　高齢者の難聴は、高音が聞き取りにくく、症状が進行すると低音も聞き取りにくく
なる。
3　白内障は、高齢者の目の病気の中で一番多い疾患であるが、初期には視力低下を自
覚しないことがある。
4　緑内障は、眼圧が極端に低下することによりおこる。
5　メニエール病は、回転性のめまいや、耳鳴り、難聴などを引きおこす疾患である。

問題　15　感染症について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っているものに×をつけなさい。
1　疥癬は、ヒゼンダニが皮膚に寄生することによりおこる疾患である。
2　A型肝炎とB型肝炎は血液感染である。
3　エボラ出血熱は、ウイルス性感染症である。
4　結核は、飛沫感染や空気感染によりおこる感染症である。
5　マイコプラズマ肺炎では、喀痰の量の増加や、激しい咳が特徴的である。

問題　16　感染症対策について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っているものに×をつけなさい。
1　感染予防の3原則とは、感染源の除去・感染経路遮断・個体の抵抗力を高めること
である。
2　インフルエンザの定期予防接種の対象者は、1歳以上である。
3　食中毒の原因菌の一つにボツリヌス菌があるが、これは嫌気性菌である。
4　インフルエンザワクチンは鶏卵を使用しているため、強い鶏卵アレルギーの場合、
医師に相談をする。
5　MRSA（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌）感染症は、院内感染の原因となっており、
MRSAは、創傷・尿・痰などに含まれる場合が多く、介護者の手洗いが重要となる。





問題　17　神経疾患について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っているもの
に×をつけなさい。
1　パーキンソン病は、大脳神経細胞の疾患である。
2　薬剤性パーキンソン病では、左右の半身同時に症状がでることに特徴がある。
3　筋萎縮性側索硬化症は男性に多い疾患であり、30歳～70歳の間に発症することが多
い。
4　筋萎縮性側索硬化症は、非可逆性の疾患であり、運動機能低下と同時に、感覚機能
の低下もおこる。
5　ハンチントン病の症状としては、不随意運動や知能低下、感情障害などがある。

問題　18　肢体不自由について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っているものに×をつけなさい。
1　脳性麻痺は、受胎から1歳までの間に生じた脳の損傷に原因がある。
2　脳性麻痺は、進行性の非可逆的な疾患である。
3　進行性筋ジストロフィーの症状として、床より立ち上がる際に、大腿部に手をおい
て立ち上がる「登攀性起立」が特徴的である。
4　重症心身障害児（者）とは、大島分類の1～6までに該当する者をいう。
5　脊髄損傷は、脊髄の損傷により、支配神経の知覚・運動の麻痺がおこる疾患である。

問題　19内部障害について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っているものに×をつけなさい。
1　ヒト免疫不全ウイルス（HIV）の感染経路には、性行為・血液や血液製剤・母子感
染などがある。
2　心機能障害者は、排便時に力を入れすぎると血圧が上昇するため、便秘しないよう
な工夫が必要である。
3　潰瘍性大腸炎は、高齢者に多い疾患である。
4　腎機能が低下し、代謝産物が排泄されず、血液中に貯留しておこる自家中毒状態を
腎不全という。
5　内部障害とは、「循環・呼吸・排泄・消化などの生命維持に直接関係する内臓機能
の病変、損傷や不全」の状態をいう。












問題　20　知的障害・発達障害について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っ
ているものに×をつけなさい。
1　ダウン症候群は、劣性遺伝により発症する。
2　発達障害者支援法によると、発達障害とは、自閉症・アスペルガー症候群その他の
広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害その他これに類する脳機能の障害であって、その症状が通常低年齢において発現するものとして、政令で定めるものをいう。
3　学習障害とは、全般的な知的発達の遅れがあり、同時に特定の学習能力に顕著に障
害のでるものをいう。
4　知的障害者は、抽象的概念の理解が不十分であるため、話をする時には、内容を限
局して具体的に説明することが重要である。
5　てんかんとは、てんかん発作を主症状とする慢性の大脳疾患であり、その原因は遺
伝的要因にある。

問題　21　認知症について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っているものに
×をつけなさい。
1　アルツハイマー型認知症は、進行性の疾患であり男性に多い。
2　脳血管型認知症の場合、人格は比較的末期まで温存されていることが多いが、感情
失禁が特徴的にみられる。
3　前頭側頭型認知症は、初期段階から顕著な物忘れが出現する。
4　レビー小体型認知症は、症状に変動があり、リアルな幻聴があることに特徴がある。
5　認知症の周辺症状として、記憶障害・失語・失認・失行・内省能力障害・見当識障
害・実行機能障害などがある。

問題　22　高次脳機能障害について述べた次の文章について、正しいものに○、誤ってい
るものに×をつけなさい。
1　高次脳機能障害の場合、習慣や技術など、繰り返し身体を使って覚えることのでき
る「手続き記憶障害」が強い。
2　この疾患の場合、90パーセントの症例に病識がある。
3　この疾患は、注意力が散漫となり、同時に二つのことが遂行できない注意障害がお
こる。
4　高次脳機能障害とは、病気や事故などさまざまな原因で脳が損傷されたために、言
語、思考、記憶、学習、注意などに障害が起きた状態をいう。
5　高次脳機能障害の失行は、運動障害はないのに、目的とする動作を行えない状態の
ことをいう。







問題　23　精神障害について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っているものに×をつけなさい。
1　離人症とは、知覚の異常を主とする病態をいう。
2　老年期うつ病の特徴として、不安や焦燥感が強く幻覚がおこる。
3　感情鈍麻とは、外界に無関心で、感情の表現が失われた状態をいう。
4　思考制止とは、考えの流れが突然に断ち切られ、その瞬間考えが空白になることで
あり、統合失調症に多くみられる。
5　心因性精神障害には、神経症、心因反応、性格異常などが含まれる。

問題　24　廃用症候群について述べた次の文章について、正しいものに○、誤っているものに×をつけなさい。
1　廃用症候群とは、全身または身体各部の活動の低下や不使用によっておこる不可逆的な状態をいう。
2　骨萎縮を防ぐためには、骨に体重負荷を加えることが必要である。
3　圧迫による血流障害が原因で発生するものに、褥瘡や深部静脈血栓がある。
4　年齢や運動歴の有無に関わらず、筋肉を全く動かさないと筋萎縮がおこる。
5　起立性低血圧の予防には、ベッドの角度を少しずつ上げるなどの工夫が必要である。

問題　25リハビリテーションについて述べた次の文章について、正しいものに○、誤って
いるものに×をつけなさい。
1　運動機能を評価するには、まず筋肉の収縮力を測定することが大切である。
2　ROMとは徒手筋力検査、MMTとは関節可動域のことをさす。
3　脳卒中による片麻痺の障害として、右半身麻痺の場合には言語障害、左半身麻痺の
場合には失認・失行を伴いやすい。
4　自立生活運動とは、たとえ重度の障害者であっても精神的な自立を放棄せず、自分
の判断で自分の生活を管理し、主体的に生きていこうとする考え方である。
5　ピアカウンセリングの基本は、障害者の抱える問題は、同じ障害のある方からの支
援が、より効果的であるという考え方である。














＜論述式課題＞

問題　1　
アルツハイマー型認知症の原因や症状など特性について、論述しなさい。
〔学校指定原稿用紙使用・2枚程度〕

問題　2　
国際障害分類（ICIDH）と国際生活機能分類（ICF）の違いについて、論述しなさい。
〔学校指定原稿用紙使用・2枚程度〕

問題　3　
パーキンソン病の原因、症状について、論述しなさい。
〔学校指定原稿用紙使用・2枚程度〕

問題　4
糖尿病の原因・症状・治療方法などについて、具体的に論述しなさい。
〔学校指定原稿用紙使用・2枚程度〕

問題　5　
疥癬の原因･症状・治療および対応方法について、具体的に論述しなさい。
〔学校指定原稿用紙使用・2枚程度〕

問題　6
高齢者の転倒の原因について、具体的に論述しなさい。
〔学校指定原稿用紙使用・2枚程度〕


提出要領
①提出期間：2020年12月25日
②使用用紙：学校指定解答用紙（正誤選択式課題の部）、及び学校指定原稿用紙（論述式課題の部）
③その他注意事項：
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